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第 1 章は序論であり ここでは本研究の背景となるパケット無線網の網構成・伝送方式に関する研究の現状を概説
し，本研究の目的，および位置づけについて述べている。








第 3 章では，同期が可能なパケット無線網を対象とし，時変出力制御の Slotted ALOHA 方式への適用に関して述
べている o Slotted ALOHA 方式は伝送路をタイムスロットに分割するための可変長パケット環境においては性能が
著しく低下する O 本論文ではこのような環境に対し一部のパケットをタイムスロットに同期せずにパケットの伝送を







第 4 章では，第 3 章で述べた初期電力制御即時送信付き Slotted ALOHA 方式を改良した方式として電力割当て即

















(1) Carrier Sense Multiple Access (CSMA) 方式に時変出力制御を採用した方式を提案し，この方式が無線網にお
ける捕捉効果を巧みに利用できる効果について明らかにしている。
(2) スロットっき ALOHA 方式に時変出力制御を適用することを試み スループット特性が改善されることを明ら
かにすると共に，可変長パケット環境に対する対策についても検討している。
(3) スロット付き ALOHA 方式に関してパケット毎に異なった電力を割り当てることにより，可変長パケットを扱
う場合のスループット特性及び遅延特性をより改善できることを明らかにしている。
(4) 制御局を疎に配置し端末に中継機能をもたせる分散制御型の網構成を考案し少ない制御局で広域をカバーで
き，しかも網構成が迅速に行える等の長所を示している O
以上のように本論文はパケット無線ネットワークに関して多くの知見を得ており 通信工学の発展に寄与すると
ころが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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